
呉市地域包括支援センター全体の評価結果について　  【３点満点】

指標
平均
点数

評価・改善事項

1 共通基盤
保健師等３職種の配置状況等，
地域包括支援センターの組織運
営体制の評価

2.7

適正な人員配置のために，専門職の
確保に努め，地域課題・地域の強み
を分析し，事業計画への反映に努め
ること。

2
地域のネットワーク
構築

地域の保健・福祉・医療サービ
スやボランティア活動，イン
フォーマルサービス等の様々な
社会資源が有機的に連携するこ
とができる関係者との連携体制
構築への取組の評価

2.9

地域資源・課題を踏まえ，イン
フォーマルサービス等の地域資源の
更新を進めるとともに，くれ福祉の
お役立ちサイト「しっとってクレ」
等の情報量の充実にも努めること。
民生委員児童委員協議会・各地縁組
織や社会福祉協議会などの関係機関
と協力関係を深めながら，「顔の見
える関係」づくりを進めること。

3 総合相談支援

対応困難な相談事例解決のため
の相談者との信頼関係構築や実
態把握等，総合相談支援を適切
に実施するための取組の評価

3.0
地域の特性，ニーズ及び課題を把握
した上で事業計画を作成し，組織的
に業務を推進すること。

4 権利擁護

高齢者虐待の防止及び対応，消
費者被害の防止及び対応，判断
能力を欠く状況にある人への支
援等の取組の評価

2.7

権利擁護に関する普及啓発活動の推
進や，個別対応が迅速に進むよう
ルール化（報告・記録方法の統一）
すること。

5
包括的・継続的ケア
マネジメント支援

医療関係者と介護支援専門員の
意見交換の場など，適切なマネ
ジメントが行われるための地域
における連携・協働の体制づく
り等の取組の評価

3.0

専門職を集めた情報交換会を定期的
に開催する等，多職種間のネット
ワークづくりに今後も取り組むこ
と。

6
介護予防ケアマネジ
メント業務

ケアプランへの地域の多様な社
会資源が位置づけられているか
等，介護予防ケアマネジメント
の実施状況を評価

2.8
要支援者等の自立を支援するために
情報収集に努め，目標達成に向けた
ケアプランの作成を行うこと。
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7 重点事業

(1)在宅医療・介護連
　 携推進事業

退院前カンファレンスの参加状
況や関係機関との情報共有や連
携等の取組状況の評価

2.4

在宅ケアの質向上を図るため，医
療・介護関係者や地域団体等との情
報交換会や事例検討会を年２回以上
行うこと。また，開催に向けた事前
協議も随時行うこと。
住民に向けたACPの普及啓発を積極
的かつ計画的に行うこと。

(2)認知症施策推進事
　 業

認知症に関する医療・介護関係
者の連携や認知症本人が社会参
加できる体制構築等の取り組み
状況の評価

2.7

認知症本人が社会参加できる体制構
築に向け，本人や家族の声を聴く取
り組みを推進すること。
認知症に関する事例検討会や多職種
情報交換会を開催し，関係機関との
連携体制を構築すること。

(3)地域ケア会議

個別ケースの検討から共有され
た地域課題を地域づくりや政策
形成に結びつける等の取り組み
の評価

2.8

個別地域ケア会議から地域課題を把
握するとともに，その課題解決のた
めの日常生活圏域ケア会議を開催
し，課題解決に向けて具体的に取り
組むこと。

(4)介護予防による地
   域づくり支援事業

住民が自主的に介護予防に取り
組むことのできる環境整備の取
り組み状況の評価

2.9

住民主体の通いの場・自主グループ
等で，参加者が自身の健康状態に関
心を持って活動ができるよう引き続
き取り組むこと。
通いの場に参加していない高齢者を
把握し，健診・医療の受診勧奨，介
護サービスの利用勧奨を引き続き行
うこと。

(5)地域リハビリテー
   ション活動支援事
   業

自立支援・重症化防止のための
地域リハビリテーションの支援
等の取組状況の評価

2.9

高齢者の能力を最大限に発揮するこ
とができるよう，引き続きリハビリ
テーション専門職の積極的な関与を
図ること。


